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◇φ◇命◇やお知らせ命◇や◇命◇
特集f教科書で教える」投稿募集
　『日本語教育論集』では，次号第24号（2008年3月発行）において，「教科書で教える」
と題した特集を組むことにいたしました。以下の要領で投稿を募集しますので，多くの
方々の積極的な投稿をお待ちしております。
φ特集「教科轡で教える」の趣旨
　f教科書を教える」のではなく，「教科書で教える］のだ。一これは，教育に携わる人の
ほとんどが耳にしたことのある言葉だと思います。では，具体的に何をどうずれば「教科
書で教える」ことになるのでしょうか。また，教科書以外にさまざまな教材があふれる中，
教科書を使って教えることにはどのような意味があるでしょうか。教科書を使ってすばら
しい成果を挙げている教師・学習者は，教科書をどのように使っているのでしょうか。そ
して，教師や学習者が「この教科書は使いにくい」と言うとき，そこには「教科書を教え
る／学ぶJという感覚が紛れ込んではいないでしょうか。
　このような問題意識をふまえ，今回の特集では，「教科書で教える」ことをめぐるさまざ
まな問題に，具体的な教育実践を通してアプローチした研究論文，報告，研究ノートを募
集します。「教科書で教える」ことの意義，「教科書で教える」ための具体的な方法や工夫，
「教科書で教える」ことの可能性，「教科書で教える」ために必要なこと，など，「教科書
で教える」ことをめぐって，さまざまな議論がなされることを期待しています。
・原稿の書式や送付先など，投稿に関する詳細は「『日本語教育論集』投稿規程・執筆要
領」に準じます。
・締め切りはぜ2007年9月1H」（必着）です。
・投稿の際は，原稿に添付する別紙にf特集『教科書で教える』への投稿である」旨を
明記してください。
・次号第24号では，特集以外のテーマに関する投稿も通常通り受け付けています。こ
ちらの方も活発なご投稿をお願いいたします。
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r日本語教育論集』投稿規定・執筆要領
1．目的
　本誌は，日本語教育および染出語教師教育
　の内容・方法に関わる研究，特に，教育実
　践にもとづいた研究，新たな視点に立つ研
　究，将菜の展開が期待される研究の成果を
　積極的に公表することにより，日本語教育
　の発展に寄与しようとするものである。
2．投稿資格
　上記の目的に合致する内容の原稿であれば，
　投稿資格は闇わない。
3．原稿の種類
　投稿原稿は未発表のものに限る。ただし，
　学会におけるU頭発表等を論文の形式にま
　とめなおしたものも未発表とみなす。投稿
　原稿の種類は以下のとおり。
研究論文：オリジナルな知見や提言を含
　　　　　　む理論的，実証的な研究論文
報　　　告：教育実践の報告・分析，調査
　　　　　　報告，等。
研究ノート：上記の研究論文および報告に
　　　　　　至る前の，萌芽的・探索的な
　　　　　　段階の研究・報告，等
尚，特定のテーマを設け，内外の研究者に
執筆を依頼することがある。
4．源稿の書式その他
　　1）原原稿は貝本語または英語で執筆する。
　2）原稿は和文論文の揚合，A4判横書き，
　　　40字×35行で作成し，研究論文およ
　　　び報告は14ページ以内，研究ノート
　　　は8ページ以内とする。英文論文の場
　　　合，A4判1ページあたり30行とし研
　　　究論文および報告は20ページ以内，
　　　研究ノートは12ページ以内。いずれ
　　　も，タイトル，図表，資料等を含むこ
　　　ととする。
　3）タイトル（和文および英文），要旨（和
　　　文論文の場合は300字以内，英文論文
　　　の揚合は200語以内），キーワード（5
　　　つ以内），本文の順で記述する。
　4）注と文献は本文の後にまとめて示す。
　5）3）に示した要旨とは別に，英文要
　　　旨・英文キーワード（拙文論文の場合）
　　　または平文要旨・和文キーワード（英
　　　文論文の場合）を添付する。分量は3）
　　　と同じ。
　6）原稿はワープロを使用してできるだけ
　刷り上がり時のイメージに近い形で作
　成することが望ましい。
7）投稿時は，審査用複写3部を提出し，
　　審査終了後編集委員会の通知に従い印
　鰯用原稿およびフロッピーを提出する。
　原稿は原則として返却しない。
8）別紙に，論文タイトル，上記3．の内
　容区分，執筆者，所属機関名，連絡先
　　（郵便番号，住所，電話番号，ファク
　　ス番号，Eメールアドレス）を記し，
　原稿とともに提出する。
5．投稿締め切り
　24号においては，2007年9月1厩（必着）
　を締め切りとする。
6．採否の決定
　本誌編集委員会が査読・審査し，採否を決
　馨したうえ，締め切り日から3か月以内に
　結果を知らせる。
7．採録決定後の修正
　採録決定後，体裁や書式について編集委員
　会から著者に修正を求める（あるいは編集
　委員会の判断で書式の細部を変更する）こ
　とがある。
8．採録となった執筆者には，掲載号2部を進
　呈する。
9．著作権
　1）図版の転載など著作権にかかわること
　　　がらは，投稿の際に執筆者の責任にお
　　　いて必要な処理を行うこと。
　2）親潮された論文等の著作権（著作権法
　　　第27条，28条を含む）は国立国語研
　　　究所に帰属する。
10．発行予定
　　2008年3月末
＊投稿原稿は，下記編集委員会まで郵送のこと。
〒190－8561　東京都立川市緑町1（｝一2
国立国語研究藤『日本語教育論集』編集委員会
＊問い合わせば，文書・FaxまたはE－mailで編
　集委員会まで。
〒19（｝一8561　：東京都立川布緑町10－2
国立国語研究所『日本語教育論集』編集委員会
Fax　：　042－54G4571
E－fnail　：　ronshu＠kokken．go．jp
UR］し：httpV／www．kokken．go．jp〆
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◇・◇・◇・◇編集後記◇・◇・「◇・◇
　第23号には14編の投稿がありました。厳正な審査を経て，その中から，研究論文2本，
報告1本の計3本が掲載されることとなりましたざこの3本はいずれも欝本語学習者に注
目をした研究です。
　本論文集は，日本語教育および日本語教師教育における様々な分野のうち，特に，教育
実践にもとづいた研究を積極的に紹介することが目的の一つとなっております。今回掲載
された3編の論文は，実践にもとつく研究ではありません。しかし，学習者の習得，認識，
ビリーフ等を扱った研究であり，学習者理解を促し，教育実践に貢献をする内容であると
雷えます。
　こういつた研究，つまり学習者が何をどうとらえ，どう学んでいるのかを知ることは，
日常の教育実践を支える教師の知識・ビリーフに揺さぶりを与え，自身の授業を見直す大
きなきっかけとなり，教師の知識・能力を再構成することにもつながります。一つ一つの
研究から明らかになることが，はたから見ればごくわずかの事柄であったとしても，それ
が教師を動かす大きなきっかけとなる可能性があること，そして，そういった研究の積み
重ねが，B本語教育におけう実践研究を成長させていく基盤となることを期待し，今後も
本論集の刊行を続けていきたいと考えております。
　皆様の積極的な投稿を期待しております。また，本誌に関する御意見もお待ちしており
ます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集委員会（記：金顧）
＊本誌の投稿規程，今までに掲載された論文のタイトルや要旨は，国立国語研究所ホーム
ページ：http：〃W　wmAr．kokken．go．jp／でご覧いただくことができます。
「＊御意見・御質問はこちらへ：ronshu＠kokken遮ojp
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